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内部流体 と曲率を有するフ レ キ シ ブ ル チ ュ
ーブ の

　　　　　 動的挙動に関す る実験的研究

　　 村井基彦 、 宇都正 太郎、藤原智、羽 田絢

　　　　　　　　　 平成24年5月

　　 平成24年 日本船舶海洋工 学会春季講演会論文集

　 フ レ キシ ブル チ ュ
ーブを用い たライザ

ー
シ ス テ ム は、稼働時

間の 延長な どの メ リッ トを有 して い る
一
方、その 挙動特性 につ

い ては判明 してい ない 点 も多い 。特 に、内部 流量や 初期 形状に

よっ て 予期せ ぬ疲労破壊が発 生する 卩∫能駐もあ り、これ らの 要

素 と動 的挙動 の 関係に つ い て は 十分に 把握する必 要が ある。
　本研 究で は、10m の フ レ キシ ブル チ ュ

ーブに よる 実験を行っ

た。チ ュ
’一一ブ内部に流量 を発 生 させ なが らチ ュ

ーブ の片 端 を強

制動揺させ る実験で、そ の 間の チ ュ
ーブ の 挙 動をカ メラで 計測

した。また、初期形状を変更 した実験も行っ た。
　 実験 か らは、わずか で も内部流量 が存在する とチ ュ

ーブ挙動

が変動ずる場合が あるこ とや、チ ュ
ーブの 初期形状に よっ て 振

動成分が変化するこ となどが判明した。

向波中を航行す る船 の 自航要素に関す る研 究

　　　
一

ノ瀬康雄、枌原 直人、辻本勝

　　　　　　　 平成 24年 5月

平成24年 日本船舶海洋工 学会春季講 演 会論 文集

　今後省エ ネ の 観点 か ら省 エ ネ付加 物等の 実海域性能へ

の 関 心 が 高 ま る と予 想 され る が、般 的 に 不 規 則 波 中 の 自

航 要素 は平 水 中 か ら大 き く変 化 しな い もの と して 取 り扱

わ れて い る。しか し、規則波中の 自航 要 素は船体運 動 の 影

響等 に よ り平水中 と異なる こ とが報告 され て お り、波浪中

に お け る省 エ ネ付加 物の 評価及び 最適設計点 は 平水中 と

異 な る と考 え られ る。本論文 で は 、波浪中で の 省エ ネ付加

物 の 評 価
・設 計 へ の 応用 を 目的 と し、そ の 基礎 となる 向波

規則 波中 の 自航 要 素 に つ い て 、荷 重 度 変 更 法 を痩 型 船 、肥

大船の 2隻 に 適用 し検 討 し た の で 報 告 す る。
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図　フ レ キ シ ブル チ ュ
ーブ模型

可燃 性 ガ ス 拡散 に関す る風洞実験につ い て

　　　 大坪 和 久、佐藤 宏 、藤 原 敏 文
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プ ロ ペ ラ流入速度予測シ ス テ ム の 開発 と検証

北川泰 士
、 谷澤克治、上 野道雄、平 田宏

一

　　　　　　　 平成24年 5月
平成24年 日本 船舶海洋 工 学会春季 講演会 論 文 集

　過去 に FLNG の トッ プ サ イ ドに お け る 爆発 解析 を 行 っ

た 結果、可燃性ガス の 充満体積が大 き な影響 を及 ぼす こ と

が 明らか に なっ た が 、実際の フ ィ
ー

ル ドを想 定 した場 合 、

周囲の 風 の 拡散影響 に よ り、そ の 充 満体積 は大 き な影 響 を

受 け る た め 、拡散現象の 基礎的理 解が 爆 発 解析 を行 う上 で

も重 要 とな る。著者 らは 可 燃 性 ガ ス を模擬 し た 混 合 ガ ス を

用 い た ガ ス 漏 洩 試 験 を 実施 し、種 々 の パ ラ メ
ー

タ の 及 ぼす

影響 につ い て 調査 を行 っ た。そ の 結果、モ ジ ュ
ー

ル 等 の 配

置 の 影 響が ガ ス 拡 散 に 強 く影 響 を 及ぼ す こ とが 明 らか に

な っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〜ガス 種の 比較 〜
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図　異 なるガ ス 種 の 拡 散 現 象 の 比 較

　 本 研 究 で は、トル ク
ー

致 法 に よ りプ ロ ペ ラ流 入 速 度 を 計

測 し、計測時系 列 データ よ り未 来 の 値 を予 測す る プ ロ ペ ラ

流入 速度 予測 シ ス テ ム を開 発 し た。必 要 なハ
ー

ド ウェ ア は

軸馬 力計、プ ロ ペ ラ 回転数 計 測機 器 、演算機 で あ る。本 シ

ス テ ム は 10秒 程度先 ま で の 予 測 が 可 能 と な る よ う設計 さ

れ 、予 測計算の 際に は 入 力 時系 列 デ
ー

タ の サ ン プル 数 と予

測時 間 を 設定す る。本論で は 軸 トル ク とプ ロ ペ ラ 回転数 の

計算入 力 デー
タ を対 象船 の 航行 状 況 を想定 して用 意 し、予

測 精 度 の 検証 を行 っ た。結果 、実用 的な精 度 を以 て 、予 測

が 行 わ れ て い る こ と を 示 し た。ま た 、実船 計 測 デ
ー

タ を使

用 した 予測計算結果 も紹介 し、対 象 とな る波形 データ とサ

ン プル デ
ータ数 か ら予 測精度 の 関係性 につ い て 考察を 行

っ た。
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図　予測計算例 （Ns ：サ ン プ ル デ
ー

タ数）
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